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（事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を 

数学的に説明する問題） 

（１）課題が見られた問題について 

  式やグラフを用いて二つの冷蔵庫

の総費用が等しくなる使用年数を求

める問題で、グラフを用いる説明は

できるものの、式を用いた説明は敬

遠しがちです。一次関数について、事

象とグラフの関係については理解が

進んでおり、指導の成果と考えられ

ます。一方、視覚や直感に頼った考え

方に偏りがちな傾向から、式によっ

て正確な数値を得られるよさを十分

に感じ取れていないことがうかがえ

ます。 

（２）指導の改善・充実に向けて 

  一次関数について、表、式、グラフ

を相互に関連付けて理解を深めるこ

とが大切です。二つの数量の関係と

グラフの交点の関係を考察する場面

では、交点の座標が正確に読み取る

ことができず、連立方程式を利用す

る必要がある場合についても扱うこ

とが、式による解法のよさを実感す

ることにつながります。 

   

 
（資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学 

的な表現を用いて説明する問題） 

（１）課題が見られた問題について 

  「１日に 26分ぐらい読書をしてい

る生徒が多い」という考えが適切で

ない理由を、ヒストグラムの特徴を

基に説明する問題で、平均値や資料

の散らばりに着目してその資料の傾

向を読み取ることができない、また

は、読み取った傾向を正確に説明することができない様子がうかがえます。なお、「１日あた

りの読書時間である 26分が、度数最大である階級に含まれていない」ことを明示せずに度数

の大小について記述し、説明すべき事柄を記述できない誤答が全国と比較してやや多く見ら

れました。このことから、平均値と資料の散らばりの関係の理解や、説明文において説明す

べき事柄を意識して記述する力が不十分であったと考えられます。 

 

 

課題及び指導改善に向けて 

１ 調査問題 ６ （２）  

２ 調査問題 ８ （２）  
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（２）指導の改善・充実に向けて 

  資料の傾向を捉えて説明する力

が大切です。そのために、資料を表

やグラフに整理したり、整理され

た表やグラフから代表値を求めた

りする活動に偏りがちな学習から

一歩進めて、自分で作った資料や

求めた代表値を活用して資料の特

徴を読み取る活動を充実させる必

要があります。また、追究の過程で

は、数学的な表現を丁寧かつ正し

く用いることにも留意するととも

に、生徒同士の話し合いを促し、自

分の思考を言語化し、表現するこ

とも有効と思われます。 

  また、先述の調査問題や本問題

のような記述式の問題での、無解

答率が低い状況は、自らの考えを

積極的に記述して伝えようとする

前向きな態度の現れとして、これ

までの指導の成果と考えられま

す。今後も生徒が数学的に説明す

る活動の際の大切な視点である

「事実・方法、理由」それぞれの説

明も含めて、生徒の説明すべき内

容や意図について指導者が明確に

し、発問をすることを念頭に置き

ながら、引き続き、授業の充実を図

っていくことが必要です。 

 

（簡単な連立二元一次方程式を解く問題） 
 
（１）課題が見られた問題について 

  「𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏」の二元一次方程式が組にな

っている連立方程式で、誤った式変形など、

解を求める処理が的確にできていないことがうかがえます。「𝑎𝑥 + 𝑏𝑦 = 𝑐」同士の組を加減

法による文字消去で解いたり、「𝑎𝑥 + 𝑏𝑦 = 𝑐」と「𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏」の組を代入法で解いたりす

る経験は多く、抵抗なく処理ができますが、本問題のような連立方程式に取り組む経験は少

なく、処理に戸惑いが生じています。 

（２）指導の改善・充実に向けて 

一元一次方程式に帰着させて解く方針を明確にして、二つの文字のうち一方の文字を加減

法や代入法を用いて消去するよさに気付かせることが大切です。そのうえで、多様な形の連

立二元一次方程式に出会わせ、解を求める処理を経験させる必要があります。連立方程式の

単元に限らず、一次関数の学習において、𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏、𝑦 = 𝑐𝑥 + 𝑑 について、座標平面上の

２直線の交点を求める場面でも繰り返し扱うことが考えられます。 

 

 

３ 調査問題 ２   


